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はじめに
　
今年は、戦後七十年になることから、各地の美術館において、これを契機にした、
もしくは七十年前の美術をテーマにした展覧会が数多く開かれた。　
稿者自身も、一九四五
（昭和二十）
年八月の終戦を中心に、日本の美術をどのよ
うに考えるのかという問題意識から、いくつか見てまわった。その感想を「展覧会評」として書いてみた 。ただ、こうした企画展は実に数が多かった で、すべてを見るこ はかなわな った　
そこで、わたしと同じ関心から そうした企画展を見てまわった澤田佳三氏
（新
潟県立近代美術館学芸課長代理）
にも寄稿願うことにした。同氏について、その研究
業績を含めて、 次に紹介しておきたい。同氏は すでに勤務先の美術館において、 「昭和の美術
　
一九四五年まで〈目的芸術〉の軌跡」展
（二〇〇五年十一月）
を企画
担当されている。その展覧会名が示す通り、 同展は、 「戦後六十年」を期し 、 戦前、戦中期の美術を、暗転する社会を批判、告発する「プロレタリア美術運動 と、 「国民精神を動員するための戦争美術」とが、対極的でありながら、社会や政治への関心を促し、大衆への扇動 目的とし、また内容もテーマ主義とリアリズム あることから、 「目的芸術」として共通した面を持っていたのではな かという問題意識から捉えなおそうとした意欲的な展覧会であった。その後 、同氏は、論文 解説等など大戦下の美術についての調査研究をつづけ、その研究業績もある研究者である。また、 「戦後七十年」とは断っていないが、今年夏 は 戦前から戦後にかけて活動した写真家濱谷浩
（一九一五一九九九）
の回顧展「生誕一〇〇年
　
写真家・
濱谷浩」展
（新潟県立近代美術館、二〇一五年七月四日八月三十日、その後世田谷美
術館に巡回）
を担当した。同展カタログに論文の寄稿はないが、それだけに戦中期
の濱谷浩の活動に対して、担当学芸員として言及されることを期待している。以上の理由から、今 の「展覧会評」の寄稿をお願いした次第である。　
もとより今年の夏から現在まで、 「戦後七十年」をめぐる展覧会を網羅的に批評
することは無理であろうし、またそれが目的ではない。稿者と澤田氏が取り上げる展覧会
（展覧会名、開催館名、会期）
は、左記の通りである（開催日順） 。ともに言
及した展覧会もあるが、それぞれがその関心から取り上げた展覧会もあることをあらかじめお断りしておく。「戦後七〇年記念
　
二〇世紀日本美術再見
　
一九四〇年代」 、三重県立美術館、七月
十一日九月二十七日
（本文中では、 「一九四〇年代」展と略称する） （挿図
（）
「画家たちと戦争：彼らはいかにして生きぬいたのか」展、名古屋市美術館、七月
十八日九月二十三日
（ 「画家たちと戦争」展と略称） （挿図
（）
「被爆七〇周年
　
ヒロシマを見つめる三部作
　
第一部
　
ライフ＝ワーク」展、広島
市現代美術館、七月十八日九月二十七日
（ 「ライフ＝ワーク」展と略称） （挿図
（）
「広島・長崎
　
被爆七〇周年
　
戦争と平和展」 、広島県立美術館、七月二十五日九
月十三日
（同展は、長崎県立美術館に巡回） （ 「戦争と平和展」と略称） （挿図
（）
「戦後日本美術の出発
　
一九四五一九五五
　
　画家たちは「自由」をどう表現し
たか―」 、群馬県立近代美術館、九月十九日十一月三日
（ 「戦後日本美術の出発」
展と略称） （挿図
（）
「平成二七年度第二回所蔵作品展 MOMATコレクション
　
特
集：藤田嗣治、全
所蔵作品 示。 」 」 、 東京国立近 美術館、 九月十 日十 月十三日
（ 「特集：藤田展」
と略称） （挿図
（）
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挿図 （　戦後七〇年記念　二〇世紀日本
美術再見　一九四〇年代」展、三重県立
美術館（以下各挿図はいずれもカタログ
の表紙である）
挿図 （　「画家たちと戦争：彼らはいかに
して生きぬいたのか」展、名古屋市美術
館
挿図 （　「被爆七〇周年　ヒロシマを見つ
める三部作　第一部　ライフ＝ワーク」
展、広島市現代美術館
挿図 （　「広島・長崎　被爆七〇周年　戦
争と平和展」、広島県立美術館（同展は、
長崎県立美術館に巡回）
挿図 （　「戦後日本美術の出発　一九四五
－一九五五　―　画家たちは「自由」をど
う表現したか―」、群馬県立近代美術館
挿図 （　「平成二七年度第二回所蔵作品展「MOMAT コレ
クション　特集 : 藤田嗣治、全所蔵作品展示。」」、東京国
立近代美術館
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